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平成14年10月 学 報 第453号

昌也事l�
（省 令）

O 日 本体育 ・ 学校健康セ ン タ一法施行規則 の 一 部 を改正

す る 省令 （ 文 部 科 学38) （ 平 成 14. 9 .  24官報第3452

号）

O 国 家公務 員共済組合法施行規則 の 一 部 を改正す る 省令

（財務52) （平成 14 . 9 .  30官報号外第2 1 3号）

（規 則）

O 人 事 院規則 1 7 1 0  （管理職 員 等 の範囲） の 一 部 を改正

す る 人事 院規則 （人事 院 1 7 - 0 6 7) （平成 14. 9 .  3 

0官報第3456号）

（告 示）

O社会 教 育 調 査規則 の規定に基づき調査 を 行 う 年 度 等 を

定 め る 件 （文部科学1 76) （平成 14. 9 .  1 1官報第3445

号）

0 出 入国管理及び難民認定法第7条第l項第 2 号 の基準

を 定 め る 省令 の留学及び就学の在留資格に係 る 基準の

規定に基づき日本語教育機関等 を定 め る 件 の 一 部 を改

正す る 件 （法務409) （ 平 成 14 . 9 .  30官報第 3456号）

O 国 家公務員共済組合 法施行令第 1 1条の 3 の 6 第l項第

2 号 の規定に基づき財務大臣が定 め る 療養 を 定 め る 件

（財務362) （平成 14. 9 .  30官報号外第 2 1 3号〉

��� 
入学試験実施委員会（9月17日）

（審議事項）

( 1 ) 平 成 15年度 富 山 大学学生募集要項 （一般選抜， 専門

高校・ 総 合 学 科 卒 業 生 選抜 私費外 国 人留学生選抜）

（案） につ い て

(2） 平 成 15 年 度 富 山 大 学学生募集要項 （特別選抜） の 入

試情報開示につ い て

(3） 平成 15年度入学試験の電算処理に伴 う 仕様書につ い

て

年史編纂委員会（9月19日）
（審議事項）

( 1 ） 富 山 大学50年 史 の 進捗状況につ い て

部局長会議 （9月20日）
（審議事項）

( 1 ) 学生 の除籍につ い て

(2） 文 部科学省在外研究員候補者 （短期在外研究 員） の

推薦基準につ い て

評議 会（9月20日）
（審議事項）

( 1 ） 学生 の懲戒につ い て
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平成 1 4年 1 0 月 学 報 第453号

司 ミ』

平成1 5年度入学者選抜の概要

平成 15年度入学者選抜の概要と昨年度との主な変更点

1 一般選抜

(1）実施方式及び実施 日 程

日 程 は ， 国 立大 学協 会 か ら の 「国 立 大 学 の 入学者選抜につ い て の 平 成 1 5年 度 実 施要領」に基づく変更 で あ り ，

年 月 日 並びに曜 日 の変更が主で あ る 。 な お ， ｛ ］ は， 昨年度実施 日 程 で あ る。

。 出願期間 平 成 1 5年 1 月 27 日 （ 月 ）～ 2 月 5 日 （水）【1 月 28 日 （ 月 ）～2 月 6 日 （水）】

0 検査期 日 前 期 日 程 ： 平成 1 5年 2 月 25 日 （火） [ 2 月 25 日 （ 月 ）】

後期 日 程 ： 平成 1 5年 3 月 1 2 日 （水） [ 3 月 1 2 日 （火）］

0 合格発表 前 期 日 程 ： 平成 1 5年 3 月 7 日 （金） [ 3 月 7 日 （木）］

後期 日 程 ： 平成 1 5年 3 月 21 日 （金） [ 3 月 2 1 日 （木）］

0 入学手続 前 期 日 程 ： 平成 1 5年 3 月 1 4 日 （金）. 15 日 （土）【 3 月 14 日 （木）. 15 日 （金）］

後期 日 程 ： 平成 1 5年 3 月 27 日 （木） [ 3 月 27 日 （水）］

( 2 ）募集 人 員

入学定員等 （［ は ， 昨年度入 学定 員 等）

入学定員 1, 395人【 1, 395人］

前期 日 程 815人【 81 5 人】

後期 日 程 302 人 302人】

専門高校等選抜 8 人 8 人】

特別選抜 270人

( 3 ） 出願資格

変更 な し

( 4 ）入学者選抜実施教科 ・ 科目等

変更 な し

2 特別選抜

270人］

(1）実施方式及び実施 日 程 （【 ］ は ， 昨年度実施 日 程）

。大学入試セ ン タ一試験 を 課 さ な い 特別選抜 （ 人 文学部推薦入学 を除く。 ）

0 願書受付 平 成14年 1 1 月 5 日 （火）～11 月 1 1 日 （ 月 ） [l 1 月 6 日 （火）～ 1 1 月 1 2 日 （ 月 ）］

0 検査期 日 平 成 1 4年 1 1 月 27 日 （水） 日1月28 日 （水）］

0 合格発表 平 成 14年 1 2 月 6 日 （金） [1 2 月 7 日 （金）］

0 入学手続 平成15年 2 月 1 8 日 （火） [ 2 月 1 8 日 （ 月 ）】
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平成 1 4年10月 -ザL 報 第453号

。大学入試セ ン タ ー 試 験 を 課す特別選抜 （ 人 文学部推薦入学）

0 願書 受付 平 成 1 4年 1 2 月 1 3 日 （金） ～12 月 1 9 日 （木） 【 1 2 月 1 3 日 （木） ～ 1 2 月 1 9 日 （水） ］

O 検査 期 日 平成15年 1 月 22 日 （水） 【 1 月 2 3 日 （水） 】

0 合格 発 表 平成15年 2 月 8 日 （土） [ 2 月 1 0 日 （ 日 ） 】

O 入 学手続 平成15年 2 月 1 8 日 （火） [ 2 月 1 8 日 （ 月 ） ］

( 2 ） 募集 人 員

変更な し

( 3 ） 出願要件

。帰国 子女特別選抜

「又 は 日 本 国 の永住許可 を 得 て い る 者」 を追加

( 4 ） 入学者選抜実施教科 ・ 科目 等

変更な し

3 私費外 国 人留学生選抜

( 1 ） 実施方式及び実施 日 程 （［ 】 は ， 昨年度実施 日 程）

。 出願期 間

0 検査 期 日

0 合格発表

0 入学手続

( 2 ） 募集 人 員

変更な し

( 3 ） 出願資格

平成 1 5年 1 月 27 日 （ 月 ） ～ 2 月 5 日

平成 1 5年 2 月 25 日 （火） 【 2 月 25 日

平成15年 3 月 7 日 （金） [ 3 月 7 日

平成15年 3 月 1 4 日 （金） . 1 5 日 （土）

（水） 【 1 月 28 日 （ 月 ） ～ 2 月 6 日 （水） ］

（ 月 ） ］

（木） 】

【 3 月 1 4 日 （木） . 1 5 日 （金） ］

文言 を 整理 し ， 従 来「外 国 に お い て ， 学校教 育 に お け る 1 2 年 の 課 程 を 修了 し た 者」 と し て い た が， 日 本 で の

修学期 間 を含め て も よ い こ と に改 め た 。

( 4 ） 入学者選抜実施教科 ・ 科目等

従来課し て い た私費 外 国 人留学生統一試験並び に 日 本 語 能 力 試 験 に替わ っ て ， 平成 1 4年 度 か ら 日 本 留学試験

が実施 さ れ る こ と か ら 表 の と お り 本学が課す教科 ・ 科目等 を 表 記し た 。

な お， 本 学が実施す る 学 力 検 査 等 は ， 変更な し 。

- 5 -



平成14年10月 学 報 第453号

1. 入学定員（募集人員）
学 入学 ー般遭按募集人員 8専卒t前門業合期高生日学校還 程科按・） 

特別選抜募集人員
学 科 ・ 課程等 定員 備 考

部 前期日程後期日程 推薦入学踊子姉搬社会人特別選抜
人 人 文 学 科 60 36 13 10 若干名 1 
文 国 際 文 化 Aザ凶ー 科 50 30 11 8 若干名 1 

学 百 語 文 化 学 科 75 45 17 12 若干名 1 
部 3十 185 111 41 30 若干名 3 

学 校 教 育 系 23 14 9 Aす比ー （教育学・学校心理学・幼児教育専攻）

教
校 障 害 児 教 育 系

教 （障害児教 育専攻）
7 5 2 

育
言 語 ・ 社 会 系

教 （国語教育・英語教育・社会科教育専攻）
25 17 8 

員
育

養 自 然 ・ 生 活 系 25 19 6 
成 （数学教育・理科教育・技術教育・家政教育専攻）
課 � 術 ． 体 育 系 若干名 若干名 推保2薦健名

体
入，
育

学
美

専
術
は

攻
，教
音
育

3名
専
楽教

攻
育

3名
専
，

攻

程 （音楽教育・美術教育・保健体育専攻）
20 7 5 8 （保健体育専攻） （保健体育専攻）

計 100 62 30 8 若干名 若干名
学 発 達 臨 床 専 攻 10 4 3 3 若干名

生 涯 ス ポ ー ツ 専 攻 10 4 3 3 若干名 若干名
人 間 環 境 専 攻 20 14 6 若子名

小 計 40 22 12 6 若干名 若干名
部 教育情報シ ス テ ム専攻 20 8 4 8 若干名

マルチメディ ア芸術専攻 10 4 2 4 若干名
小 計 30 12 6 12 若干名

言十 170 96 48 26 若干名 若干名

主昼間
経 済 品手凶 科 135 80 31 24 若干名
経 営 手ム凶・ 科 115 71 24 20 若干名

経 コ
経 営 法 学 科 95 59 20 16 若干名

済
ス Z十 345 210 75 60 若干名

夜間主
経 済 学 科 20 3 7 10 

学 経 営 � 凶 科 20 3 7 10 
コ

経 営 法 学 科 20 3 7 10 部 ス Z十 60 9 21 30 
Z十 405 219 96 60 若干名 30 

数 学 科 50 28 6 15 若干名 1 
理 物 理 A弓＂＂：.』 科 40 26 6 7 若干名 1 

化 学 科 35 22 7 5 若干名 1 
ザA比ー 生 物 学 科 35 23 5 5 若干名 2 

地 球 科 学 科 40 29 9 若干名 2 
部 生 物 園 環 境 科 学 科 30 19 5 5 若干名 1 

5十 230 147 38 37 若干名 8 
電気電子シ ス テ ム工学科 88 52 18 2 15 若干名 1 

工 知 能 情 報 工 学 科 78 45 16 2 14 若干名 1 
学 機械知能シ ス テ ム工学科 88 52 17 2 16 若干名 1 
部 物質生命シ ス テ ム工学科 151 93 28 2 27 若干名 1 

Z十 405 242 79 8 72 若干名 4 
1ロ... 計 1,395 815 302 8 225 若干名 45 
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平成14年10月 学 報

2. 平成15年度富山大学入学者選抜方法等
(1) 一般選抜（前期日程）

選抜方法等

学郎・学科名

人

文

学
部

教

育

学

部

人 文 学 科
－－－ー・..............................・・・・・ー・ ー・b・・・・ー・・・・・...・4・a・4・・

国 際 文 化 学 科
a・・・・・...・・・－．．．．．，ー.....................・.....，，，ーーー・ー・ーー・....

言 語 文 化 学 科

教育学専攻
・ ・・ー・・．・・．．．．．． ．・・・・ー ・・．

学校教育系 学校心理学轍
学

............・ー，．．．．・．，．． ．

幼児教育専攻

校
隊害児教育系 開児教育専攻

教
国語教育専攻

..・・・ ・. .匹。．”’・・ー．・ ・ ー －・ ・ ー ，

育 言語・社会系 英語教育専攻
－ーー.........ー・・ーーー，．．．．，

教 経会科教育轍

員 数学教育専攻－・・ ・．．・······・......・・・・ ・ ．

養 理科教育専攻

自然・生活系 ，，．．．．噌・.....，，司，ー・・・・・，

成 技術教育専攻
ー・・．．。ーー・・・・ーー・a・a・ーーー・・ー・

課
家政教育専攻

音楽教育専攻
程 .........・・・・．・．，，ーー....

芸術・体育系 美術教育専攻
－－－－ー’‘’・・．．．・．．．，．．，ー．．

保健体育専攻

発 達 臨 床 専 攻

生涯ス ポー ツ専 攻

人 間 環 境 専 攻

教育情 報システム専攻

マルチメディア芸術専攻

個 別 学 力検 査 等

個

jjlj 
学

カ
検

査

を

課

す
る

。

× 

× 

。

。

× 
ーー・・・，．

× 
．．，．．．．ー

実技検査等

実 面 小 量
技 論

検接
文 ？

査 ス
を を ニ

を ング
課

課 テ
f戸T ス

す す 毒する
る う る

× 

× 

× 

× 

× 

。
－ ・・ー・・ーー

。
ー ーー， ，，．

× 

× 

× 

× 

× 

× － ー・・4』・ー・

× 
－ ・，・・ーー・

× × 

。 × 

。 × 

× × 

× × 

× × 
ー－－－－．． ．．．．．．． 

。 × 
・．・，，a』． ・・・，ーー・

× O  × × × 

× × × 。 × 

× 。 × × × 

。 × × × × 

。 × ×  × × 

x × ×  。 × 

2段 階 選 抜

第1贈の
主として， 調離による

査書 の内容と合格轍
大学入試セ ン

ター試験 の成 定 そ

績により第 1 員
段階選抜を行 に

い， そ の合格対 の
者について更 す

に必要江検査 る

等を行う 率倍 他

× × × 

× × × 

専門高校・総合学科

卒 業 生 選 抜

個 実技検査等 募
2 実 面 小 暮
カ

技 論 集

検
検接

文

査 査
を を 三

を を
手ス手入

課課行
課

す す す きる
る る う る 員

× × × × × × 

x × × × × × 

ア
ド、、、
t‘g 

シ
ヨ

ン． 
オ
フ
イ
ス
入
試

× 

× 

第453号

個

jjlj 
学

カ

検 備 考

査 （欠員の楠充の方法等）

等

の

日

程

欠員補充の方
法等は， 学生

募集要項に記
載

2 

月

25 

日

ω 

※美術教育専攻の信

別学カ倹査等の実t支

検査等については．

実銭検査又は小陰文

のうちいずれかを選

択させる。
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選抜方法等

学部・学科名

経

済

学

部

理

学

部

工

学

部

昼間主
コース

夜間主
コース

数

経 済 学 科
......ーー.................・ー・ー・・・・ー．．．ー・ーーーーー－

経 営 学 科
.... . ー・，ーーーー・・・ーー，ー・ー・，，ーーー，－ーー，，ーーー・‘ーーーー

経 営 法 学 科

経 済 学 科
..・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・ー・・・・ー・・・ー・．．．．．．

経 営 学 科
・・・・・ーーー・・．・．．．．．．・・・・・.’ー・・．．．・ー・・ー・・・ー ・・ ー

経 営 法 学 科

A守L色ー 科
.....................’e，ーー－ー・ー－ ，，，，，．．‘...................・4・・

物 理 学 科
.....ーーー“ーーーーーー““・“ ・ ー・・ーー・ ．． ．・・・・・． ．．．，， ．．．．．．．．．．．．． 

化 学 科
ーー.......ーー・ーー・・ ・ーーーーーーー－ －－－－ ーー．．噂噂・．，．，，ーーー・ーーー・，...・...晶圃圃圃

生 物 学 科
，，，，，，．．．．．，．，．．．．．．，，ー・・・・・・ ・ー・・・・・・・ーーー－ーーーー・・・・・・ー－ー－－ー－ーーー

地 球 科 学 科
・・・・・・・・・ー・ー・・・・・ ー ・・・・・・・・ー ー‘・ー・・・ー・ーーー・・・・・・・ーー・・・・ー・ーーー・．．

生物園環境科学 科

電気電子システム工学科
－ー・・・ー・・ーーーー・・・・ ーーーー・・ ・ ・・ーーーー.............. ．．．，．ー..........

知 能 情 報 工 学 科
・．．．．・・・・ーー・ー・・・・ ・・・・・・・・・・ ーーーー・・ー・・ー・・・・・．．．．．・・・ーー・・・・ー・・・ー

機械知能システム工学科
・・ーー・・・・ーー・，，，．．．ーーーー.... ー....・ ・・ーーーー．．．・・ー，a・・・・ーー・・・・・・・・ー・

物質生命システム工学科

個
}jlj 
A子L色ー

力
検

査
を

課
す

る

。

× 

。

。

品主... ザL 報

個 別 学 力 検 査 等

実技検査等

技 論
検接

文
査 ス

を を ニ
を 与

課 課 テf，ーT ス

す す 毒する
る う る

× × × × 

× × × × 

× × × × 

× × × × 

2段 階 選 抜

第ゆ踏の
主として， 調離による

査書の内容と合格者数
大学入試セン
ター試験の成定 そ
績により第1 員

段階選抜を行 に
い． その合格対 の
者について更 す
に必要な検査 る
等を行う 率倍 他

× × × 

× × × 

× × × 

（注） 1. 0印は， 当該検査等を課すこと文は該当することを示す。
2. ×印は， 当該検査等を課さないこと又は該当しないことを示す。

専門高校・総合学科
卒 業 生 選 抜

個 実技検査等 募

カ技 論 集
検検銭

文

査 査 を を 三
を を

テ；.人
課課行

課 ス
す す す 事

る る う る 員

× × × × × × 

× × × × x × 

2人
－ー・ーーーー

2人
。 × × × × ー・・・・・ー

2人
・．．．．．．

2人

3. 調査書に③標示を希望する。（入学者選抜方法の研究資料として利用するため〉
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平成14年10月

(2） 一般選抜（後期日程）
選抜方法等

学部・学科名

人
文
学
部

教

育

学

部

人 文 学 科
. ・ ............，・・・・ーー......... ・ーーーーー・・・司····－ーー・ー・4”・ー・e・・ー

国 際 文 化 学 科
・，，，，．－ー，，． ， ，，，，，・・・・・・・・・・・ーー・・．，，，ー，－··········尋$唱．ー，，司.....

言

学

校

教

育

教

員

養

成

課

程

語 文 イヒ 学 科

学校教育系

障害児教育系

言語・社会系

自然・生活系

芸術・体育系

教 育学専攻
・・・・ ・・ー・・ー・・・・・・・ー・・・ ．．．

学校心酔専攻
.....，ーー．，．． ．． ，，． ．．． 

幼児教育専攻

障害児教育専攻

国語教育専攻
’・・・・・・・・・ー・ー・・・・・・－・・4炉．

英語教育専攻
ー・．．‘・－ー，a・．．号。···－· · ・ ・－．

社会科教育専攻

数学教育専攻
且ーーー・， ーーー・ー・・ーー. . ・・ー・ー．

理科教育専攻
”・・・ ．，，．，．．，，，，，，，．，．，，

技術教育専攻
4・. .・ ・・・ ．．・. ....・. .... ー－．．

家政教育専攻

音楽教育専攻
ーー・・・ー・ー・・・4・。....... ・ー．．

美術教育専攻
. . ......... ・ ........ ・ ーー・

保健体育専攻

発 達 臨 床 専 攻

生涯ス ポー ッ専 攻

人 間 環 境専 攻

教育情報システム専攻

マルチメディア芸術専攻

個
g1j 
学
カ

検
査

を
課

す
る

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

学 報

個 別 学 力 検 査 等

実技検査等 2段 階 選 抜

実函小骨 第川崎の
技 論

主として， 調献による
査書 の内容と 合格者数

検接 大学入試セン
文 ター試験の成定 そ

査 ス 績により第1 員
を を ニ 段階選抜を行 にを ング い， その合格対 の課 課 テ

す
行

す 事そる 者につ い て更 す
に必要な検査 る
等を行う 倍率 他る う る

× × 。 × × × × 

× × 。 × 

× × O· × 

× × 。 × 

× 。 × × 
× × × 

。 × × × 

× × 。 × 

× 。 × × 

× × 。 × 

× × 。 × 

× 。 。 × 

専門高校・総合学科
卒 業 生 還 後

信 実技検査等 募

2実函小島
カ技 論 集

検検接 文
査 査 を を ユ

を を 一重要 チ手人
課課行 ス

す す す き
る る う る 員

× × × × × × 

I 

× × × × × × 

第453号

ア 個
ド、、、 別
·� 学
、ノ カ
ヨ

備 考検ン． 査オ （欠員の裕充の方法等）

フ 等
イ の

ス 日入
試 程

×． 欠員補充の方
法等は， 学生

募集要項に記
載

3 

月

12 

日

× 
榊

-9-



平成14年10月

選後方法等

学部・学科名

経

済
A守岨与

部

理

A予釦aー. 

部

工

学

部

昼間主
コース

夜間主
コース

数

経 済 学 科
・・4””・，．．．，ーーー ......，，・・ー・・・・・・・ー・・・・・・・・ー・

経 営 学 科. .... . .. ........ ..... ...... . ............ 

経 営 法 学 科

経 済 A守見一 科
ーー..・・・・ーー・，ー・・ー ・・ーー，，， ..，・，ー....ーー・・b・..ーー，

経 営 学 科
..・ー・ ・ ・・.... ........ーーーー...・・・・・ー・，，・ー．．．

経 営 法 学 科

A守岨� 科
－ーーーー・・． ．，，，．．． ，，骨骨骨骨・・ ..ー・．．．．． ．．，，骨骨骨 ・・ーーー・.ーー・・・ー・・ーーーー

物 理 Aす＂ゐら 科
．‘ーー・ー・ ・．・ーーー ・ ・ ． ・．．・ー ．‘ ・ ・ ‘ ー ー － － .. . ... .. ・．．．．．． ．．，，．．．．．． ．． ．，，

化 学 科
ーーー .......ーーー， .・ ，・ーーー，，， ，，，，．． 司酔司......... ・p，，，，，，ー・・$．．．，．

生 物 A子比 科
..... . .. ................ ..・・ーーー・・・・・ーーーー ー・ ー・・・ーーーー・・・・・ーー

地 球 科 学 科
・・．，，．，．． ，，・・・ ・・・ ー・・ー・ ・4’ーー．，，ーー・ー・...........，，，，，，，ー，ーー，．

生物踊環境科学 科

電気電子システム工学科
a・ ・ー・ー・・・・・ ーーー・・・ー・・ ・ーー，.......ー・・ー，．，．．．．．．，ー・ー・・・・ ・・・・ー・．． 

知 能 情 報 工 学 科
．．，．．．．，．．・ー・ー・ー............ ..................................

機械知能システム工学科
－－－ーー.... －－－－－－－－－ー・，，...............”’・・....................

物質生命システム工学科

個

glj 
学

カ
検

査

を

課

す

る

。

。

× 
ー・ーー・．．．

× 
’ ・．．．．．．．‘

× 
・・・・・・ー．

× 
－，ー，，．．．

× 
’・・・．．・ー

× 

x 
ー，．．，ーー・

× 
a・ ・ー・・・

× 
－ー・ー－ーー．

× 

学 報

個 別 学 力検 査 等

実技検査等 2段 階 選 銭

第11贈の
主として， 調蹴による

技 論 査書 の内容と合格者数

検接 大学入試セン
文 ター試験 の成 定 そ

査 ス 績により第1 員
を を ニ

段階選抜を行 に
を 手い， そ の合格対

の
課

課 テ
者について更 す

に必要な検査 る

等を行う 倍率他る う る

× × × × 

× × × 

× × × × 

× × × × 
ー...... ．，，．・．． ー，，．，，． .圃圃圃圃圃噂圃
× × 。 × 

ー・ーー・．． 4”””・P ， ． ． ． ． ． ，  －・．．．・.・

× × 。 × 
ー・．．．．． ，．ー，．’・ ．．．．．． ．． ・・ー・，，.. × × × 
× 。 × × 

－ー・，... ・ーー．．．． ー...・・ー ・・ーーー．．．

× × × × 
・・・・．．． ーーー.・・・ ・・4・・・・・ ’...，ーーー

× 。 × × 

× × × × 
ー．．．．，， －ー・ーーー． ー，，..・． ー・ー．，ーーー

× × × × 
－．．．．．． ・．．．．．． ー・．．．．． ・・・・ー．，， × × × 
× × × × 

ー・．．．．． －・・．．．． ーー，，，，， ·······-

× 。 × × 

（注） 1. 0印は，当該検査等を課すこと又は該当することを示す。

2. ×印は，当該検査等を課さないこと又は該当しないことを示す。

専門高校・総合学科
卒 業 生 選 抜

個 実技検査等 募

力
技 論 集

検
検接 文

査 査
を を ニ

を を 畠話園量 テ長人
諜課行 ス

る る う る 員

× × × × × × 

× × × × × × 

× × × × × × 

3. 調査書に③標示を希望する。 （入学者選後方法 の研究資料として利用するため）

- 1 0 -
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(3) 特別選抜
選抜方法等 推 薦 入 学 帰国子女・社会

入学定員の一部について，出身学校長の推薦に基づき． 人等のための特

学力検査を免除し調査書を主な資料として判定する 日蝿抜

実 技 検 査 等 推 帰 中 社

個別学力検査 個別学力検査 実 面 そ 薦 国

を免除し， 大 及び大学入試 技 論 入 号｜
備 考

学入試センター セ ン ター試験検接 国
文 Aす＂与ら 揚 （欠員の補充の方法等）

試験を課する を免除する 査 会
を を 一 の 募 者を ゲγ 子

課
課 テ 集 等

行

事す す 人 子

学部・学科名 る つ る 他 員 女 女 人

人 人 文 弓A岨"" 科 10人

文
一

学
国 際 文 化 学 科 。 × × × 。 × × 8人 。 × 。

ドーーーーーーー
部 言 語 文 イヒ 学 科 12人

教 育学専攻
‘－・．．。・・・・・ ．．．．・ ・ ・ － －ー．．．

学校教育系 学校心理鴇攻 × × × × × × × × × × × 

学
.......・・・・・・ ...・ーーーーーーー

幼児教育専攻
校 障害児教育系 時児教育専攻 × x × × × × × × × × × 

教
教 国語教育専攻

・・・・・ーー’・・・・...，・.......

育 言語・社会系 英語教育専攻 × × × × × × × × × × × 
ー・．，・・ ・ ・ a ・・・・・・・・・・・ー・．．

教 社会科教育専攻

育
員 数学教育専攻

・・・ーーー........・．．．’ーーーー・

養 理科教育専攻
自然・生活系 ・・・・・ー・ーーー.....ー・・，，，．．． × x × × × × × × × × × 

成 技術教育専攻
ーーーー・・ー・ー・・ー・ー・・ー・・・，ー，．

課
家政教育専攻

学
音楽教育専攻 2 人

程 ....... .噌···············
，．，，・・ーー... × × 

芸術・体育系 美術教育専攻 × 。 。 。 × × × 3人 × 

····················噌. . .
ー........... －ー ー－－－－ “ー・・・ー・

保健体育専攻 3人 。 。

部
生 発 達 臨 床 専 攻 × 。 × 。 × × × 3人 × × 。

生涯ス ポー ツ専 攻 × 。 × 。 × × × 3人 。 × 。

人 間 環 境 専 攻 × × × × × ．× × × × x 。

教育情 報システム専攻 × 。 × 。 。 × × 8人 × × 。

マルチメディア芸術専攻 × 。 × 。 。 × × 4人 × × 。

- 1 1 -
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選彼方法等 推 薦 入 学 帰国子女・社会
入学定員の－86について， 出身学校長の推薦に基づき， 人等のための特

学力検査を免除しi調査書を主な資料として判定する B橿鍍
実 技 検 査 等 後 帰 中 社

個別学カ検査 個別学力検査 実 面 そ 鵡 国

を免除し． 大 及び大学入試 技 論 入 号｜ 備 考
学入試センター セ ン ター試験検接 国

文 学 錫
試験を課する を免除する 査 ス 会

を を ーー の 募 者
を テグユ〆 子

課 集 害事課 行
す す 人 子

学部・学科名 る つ る 他 員 女 女 人

経 8寄 学 ・ 科
12人 推薦入学について

・・・・・・・・ー・．

12人 各学科の募集人員欄中， 上段

昼間主
経 営 学 科 。 。

10人 は職業教育を主とする学科以外
コース

× × 。 × × ーーー．．咽個・咽』．．司F 。 × × 
の学科を ， また ， 下段は職業教

経 10人一 育を主とする学科を対象とした
8人

済 経 営 法 学 科 －ー・・・・ー．．．． 募集人員をそれぞれ示す。
8人

学 経 済 学 科

邸 夜間主
コース 経 営 学 科 × × × × × × × × × × 。

経 営 法 学 科

数 学 科 × 。 × 。 。 × × 15人

理 物 理 学 科 × 。 × 。 。 × × 7人

イじ 学 科 × 。 × 。 。 × × 5人

学 。 × 。
生 物 A守比与 科 × 。 × 。 。 × × 5人

部 地 球 科 学 科 × × × × × × × × 

生物園環境科学 科 × 。 × 。 。 × × 5人

電気電子システム工学科
9人 推薦入学についてー ・・・・・ ・ー・・・
6人 ① 面接には． 基礎学力に関す

工 8人 る試聞を含む。
知 能 情 報 工 学 科 ··········ー． ② 各学科の募集人員欄中， 上6人

学 × 。 × 。 。 × × 。 × 。 段は普通科・理数科を ， また ，

機械知能システム工学科
10人 下段は専門教育を主とする学........... 

部 6人 科（工業）及び総合学科を対象
一

とした募集人員をそれぞれ示
16人

物質生命システム工学科 ・ーーー－－・．．．． す。
11人

（注） 1. 0印は．当該検査等を課すこと又は該当することを示す。
2. ×印は．当該検査等を課さないこと文は該当しないことを示す。

3. 調査容に③標示を希望する。（入学者選銭方法 の研究資料として利用するため）

-1 2 -
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再 編・統 合 ⑭

本学学内広 報紙「富大速報J第 16号 に 標 記 の 記事 が次 の と お り掲載 さ れ ま し た 。

O富大速報第 1 6号 『再編・統合⑭』

｜第6回新大学構想協議会報告｜
0第 6 回新大学構想、協議会 が平成14年 7 月29日（月） に寓 山 医科薬科大 学 に お い て 開 催 さ れ ま し た 。

こ の協議会 の 議 事概要 は， 以下 の と お り です。

〔議 事〕

1 議事要録 の確認 につ い て

第 5 回協議会（ 6 月 25 日 開 催） の 議 事要録 が確認 さ れ た 。

2 「富 山 大 学 の 構想 案 に つ い て」 に 対す る 「回答 と 質 問 など」 に つ い て

瀧漂学長 か ら 資料 「回答 と 質 問 など」 に つ い て 説 明 が あ った後， 質疑応答 が あ った。

3 再編 ・ 統合 に つ い て

(l) 管理運営体制 に つ い て

3 大 学長か ら 資料 に 基づき各大学の管理運営体制案 に つ い て 説 明 が あ り ， 役 員会 ・ 運営協議会 の在 り 方，

学部 自 治， 学群構想 等 に つ い て 種々意見交換が あった。

(2 )  3 大 学再編・統合 の た め の ワ ー キ ン グ グル ー プ の 設置 に つ い て

高久学長 か ら 資料 に 基づきW G 設置 の趣旨 に つ い て 説 明 が あ り ， 種々意見交換 の後， 協議会の下， 教養

教育W G ， 大学院W G を 設置す る こ と が 了承 さ れ た 。

ま た ， 管理運営体制， 学部編成 に つ い て は ， 暫時， 協議会 に お い て協議す る こ と と し た 。

(3） パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の 開 催 に つ い て

3 大学教職 員 を 対象 に し た ， 3 大 学長 に よ るパネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン（ 8 月下旬開 催予定） の実施が了

承 さ れ た 。

(4） 学外か ら の陪席 に つ い て

次回か ら 本協議会 に は ， 各 大 学 の 運 営諮問会議委員 2 ～ 3 名 程 度 及 び 富 山県か ら 複 数 名陪席 し て い ただ

く こ と が 了承 さ れ た。

4 そ の他

(l) 報道対応 に つ い て

今 回 の協議会 に 関 す る 報道機関等へ の 対応 に つ い て は ， 会場大学で あ る 富 山 医科薬科大 学が責任 を も っ

て 行う こ と を確認 し た。
(2） 次 回協議会 に つ い て

次 回協議会 は富 山 大 学での 開 催 と なってお り ， 開 催日時等 の詳細 に つ いては事務局で調整する こ と と し た。

以 上

※再編・統合 に 関 す る 情報 を 提 供す る た め に、 富 山 大学ホ ー ム ペー ジ 「学内 向 け 情報J に（再編・統合情報）

の項目 を 設置 し ま し た。 富大速報は こ こ か ら も ご覧 に な れ ま す。
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ミl��司
異動区分 発令年 月日 氏名 異動前 の所属官職 異 動 内 容

採 用 14. 9. 1 高橋 純 講 師 教育学部 （技 術教育）

1 4. 9. 2 土田 亮子 事務補佐員（教育学部）
II 松井 輝代 臨時用務員 （教育学部炊婦）

II 堰免 芳子 II II 

II 仲谷千鶴子 II II 

II 藤井 香 II II 

1 4. 9. 1 2  橋 本 ま すみ 技 術補佐 員 （総合情報処理セ ン タ ー）

百字 職 1 4. 9. 20 粛藤 益満 技 術補佐 員 （工学部） 辞 職

1 4. 9.  30 中村 雅 之 助教授 人文学部 II 』ー
併 任 1 4. 9. 1 佐伯 員 人 教 授 教育学部附属教育実践総合センター 教育学部附属教育実践総合セ ン ター長

（～1 6 .  8 .  3 1 ) 

14. 9. 30 八木 保夫 教 授 経済学部 経済学部長 （～ 1 6. 9. 29) 

II 竹川 慎吾 II II 評議員 （～1 6. 3. 3 1 )  

併任解除 14. 9. 30 八木 保夫 評議員 併任解除
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司司』司副
2002年外国人学生 のた め の進学説明会に参加

「2002年外 国 人 学生 の た め の 進 学 説 明 会」 が 9 月 1 日

（ 日 ） マイド ー ム 大 阪 （ 大 阪 ） に お い て ， ま た， 8 日

（ 日 ） に は池袋サ ンシ ャ イ ンシテ ィ 文化 会 館 （東京） に

お い て 開 催 さ れ ま し た 。

こ の 説 明 会 は， 日 本 の 大学等 へ の 進 学 を目指 し て い る

外 国 人学生等 に ， 進学希望 に 合 っ た 大学等 を 選 択 でき る

よ う 各 大 学 の 情 報 を 提供 す る も の で， 本 学 を含め て 大 阪

会場で は 1 1 1 の大 学が， 東京会場で は 1 89の 大学が参加 し ，

大 阪 会 場 で 1, 200 名 ， 東 京 で 4, 500名 に も 及ぶ外 国 人 学生

等が訪れ ま し た 。

本学ブー ス で は ， パ ン フ レ ッ ト や ポ ス タ ー など を展示

し た ほ か， 国 際交流委員会留学生 部会委 員 の 教官 と留学

生課職員 が入学試験など に 関 す る 外 国 人 学 生 の様々 な 質

問 など に 対応 し ま し た。

ま た ， 自 分 の 進 学 す る 大 学 を決め る た め ， いくつ も の

大 学 の 資料 を 手 に， 熱心 に 質 問 を す る 学 生達 で 会 場 は 終

始熱気 に包 ま れ， 毎年 開 催 さ れて い る こ の 説 明 会 の 参加

者が年々増加 し て い る こ と か ら も， 日 本 の 大学へ の 進 学

に 人 気が高 ま っ て い る こ と が伺われ ま し た。

こ の 説 明 会 に よ り ， 多くの 外 国 人 学生が本学 を 受験す

る こ と が期待 さ れて い ま す。

ム大阪会場

ム大阪会場

ム東京会場

第453号
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遠山文部科学大臣が来学

9 月4 日 （水） に 遠 山敦子 文 部科学大臣が視察 の た め

来学 さ れ ま し た。

同 大臣は学長室で瀧j軍学長か ら入試過誤再発 防止策や

県 内 国 立 3 大 学 の 再 編 ・ 統合へ の取組状況 に つ い て 説 明

を 受 け る と と も に， 教育学部 の改組構 想等 に つ い て意見

交換 を行 い ま し た。

懇 談 の 後， 大臣は 学 内 を 視察 し ， 整備が進 む理学部校

舎や附属 図 書 館 のヘルン文庫を見学 し ま し た。 ヘルン文

庫で は， ラ フ カ デ ィ オ ・ ハー ン の 「神国日本J の 手 書き

原稿や 文庫の由来等 に つ い て， 担当者 の 説 明 に聴き入っ

て い ま し た。

総合研究棟竣功記念講演会・ 記念式典を挙行

9 月 1 0 日 （火） に 総合研究棟竣功記念講演会及び記念

式典が挙行 さ れ ま し た。

式 典 に先立 ち 行わ れ た 講演会 で は ， 名 古屋大学大学院

理学研究科 の三国一郎 教 授 が 「 失わ れ た反世界」 と題

し て 講演 し ， 参加 し た約280 名 の 一般市民， 学 生等 に 素

粒子宇宙物理学 の 現況など をわか り や すく説 明 さ れ ま し

た。

ま た， 文部科学省， 経済団体及び企業 関 係 者等

1 00名 が 出 席 し た記念 式 典 で は ， 瀧漂学 長 の 式辞 の 後，

文 部 科学省大臣官房文 教 施 設 部 長 の 祝辞 を 高 技 術 参 事

官が代読 さ れ ま し た。 そ の 後， 西尾施設課長 の工事概要

報告が行われ， 工 事 関 係 者へ学長か ら 感謝状 が贈呈 さ れ

ま し た。

式典 に引き続き， 総合研究棟玄 関 前 で テ ー プ カ ッ ト が

行われ， 出 席 者 に 施設が披露 さ れ ま し た。

- 16-

ム講演す る三田一郎 名 古屋大学教授
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夢大学i n TOYAMA’02 を開催

本 学 の 大 学 開 放 事業 「夢 大 学 i n TOYAMA’ 02」 が 9 月 1

4 日 （土） に 開催 さ れ ま し た 。

こ の 「夢大学 i n TOYAMAJは ， 本 学 に 対 す る 理解 を深

め る た め ， 地域社会 に 開 か れ た 大学 と し て ， 教育研究活
動 の 現 状 を積極的 に公開 し ， 特 に 将来 を担 う 青少年 に 対

し て ， 理 工系 のみな らず人文 ・ 社会系 を含む 科学全般 に

つ い て の興味・ 関心 を喚起す ると と ， ま た ， 地域産業界

に 対 し て は ， よ り 一層 の 連 携 ・ 協 力推進 を図 る こ と を目

的 と し て 平成 4 年 か ら毎 年 開催 さ れて い る も の で， 本年

でll 回目 を 数え て い ま す。

黒 田 講堂 で 開催 さ れ た 総 合 開 会 式 で は ， テー プ カ ッ ト

に引き続き， 瀧 津 学長 の 挨拶及び来賓祝辞が行われ， そ

の 後 富 山県立富 山商業高等学校吹奏楽部 に よ る ド リ ル演

奏 が行われ ま し た 。

今 回 の「夢大学in TOYAMA ’ 02」 の イ ベ ン ト と し て 実

験等展示及び体験入学が企 画 さ れ， 「大 い に遊ぶゾー ン」

等 5 区 分 に 分 け た 実験等展示 で は ， 課外活動 の茶道部か

ら の 出 展 を含 め た 40 テ ー マ がパネル展示及び 小実験方式

に よ り 実 施 さ れ ま し た 。 特 に ， f人 工 オパ ー ル 自 分 の

手で宝石 を作 る 一」 や 「ガ ラ ス細 工 に チャ レ ン ジ」 の コ ー

ナ ー で は ， 自 分独 自 の宝石 キー ホ ルダーや ガ ラ ス細工

を作 る た め に ， 大勢 の親子連れ及び小 ・ 中 学 生 ら が チ ャ

レ ン ジ し て い ま し た。

ま た ， 体験入 学 で は ， 中 学生以上 を 対象 に し た 「留学

生 の 国へ行 っ てみ よ う ！ J 等29講座 が 開 講 さ れ， 大勢の

参加者が教授 ・ 助 教 授 等 の 指 導 の も と ， 熱心 に 受講 し て

い ま し た。

！：：，，.黒 田 講 堂 で 行われた 開 講 式で の テ ー プ カ ッ ト

附属学校園合同避難訓練及び総合防災訓練を実施

9 月 1 9 日 （木） に 教育学部附属学校 に お い て ， 同 日 午

前 1 0時 に 富 山県 に 強度 の地震 が 発 生 し た と の 想定で， 4

校園合 同 の 避難訓練が実施 さ れ ま し た 。 乙の 訓 練 は ， 今

年 初 め て行われた も の で 生徒達は教員 の 指示 に従 が い

速や か に グ ラ ン ド へ避難 し てい ま し た 。

ま た ， 25 日 （水） に は 平 成 1 4年 度 富 山 大学総合防災訓

練が実施 さ れ， 早朝 6 時30分に震度 6 （強） の地震 が 発

生 し た と の 想定 で ， 緊急 時 の 連絡網 に よ る 全学 の通報連

絡体制 の確認 が行われ ま し た 。

さ ら に ， 同 日 13時30分から事務局 に お い て震度 6 （強）

の 地震 を 想定 し た地震時 の 対応訓練が実施 さ れ， 通報連

絡や 避難誘 導 など の 任 務 を割 り 振られ た 各 職 員 は そ の 職

務 を スピーディ ー にこな し ， 無事避難訓練 を 終了 し ま し

た。 そ の 後行われた消火実技訓練 で は ， 初 め て消火器 を

使用す る 職員 も い て皆真剣 に 訓 練 に取 り 組んで い ま し た。

ム強地震が発生したとの想定で机の下に避難する生徒（附属小学校）
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機器分析セ ン タ ー研究会を開催

9 月 20 日 （金） ， 機器分析セ ン タ ー 2002年度第 l 回研

究 会 が本学工学部会議室 に お い て 開 催 さ れ ま し た。

こ の研究会は， 最新 の 研 究や分析技術 に 関す る 話題 を

基 に ， 学 内 外 を 問わず関心 の あ る 人達 と 情報交換 を 行 っ

て ， 研究や 技術 内 容 を 発展 さ せ る と と も に ， 教 育研究効

果 の 向 上 に 資す る 目 的 で 発足 し ま し た。

今 回 は ， 同 セ ン タ ー の ナ ノ 構造解析部 門 が 中心 と な っ

て 企 画・ 立 案 さ れ た も の で ， 「ナ ノ テ ク ノ ロ ジ ー に 貢 献

す る 透過型電子顕微鏡 の 威 力 」 を テー マ と し て 開 催 さ れ，

理 ・ 工 学部 の 教官や学生， 県 内企業等か ら 約60名 が参加

し ま し た。

研 究会 で は ， 塩尻 詞 京都 工 芸 繊 維 大 学 名 誉 教 授 に

よ る 「H A A D F - S T E  M 法」 及 び 門 前亮一 金 沢 大

学工学部教授 に よ る 「モ ア レ稿解析 に よ る 材料研究例J

と 題 し た 招 待 講 演 が あ り ， 引き続き， 阿 部 俊 夫 理学部

教 授 及 び 松田 健 二 工 学 部 助 教 授 に よ る 研究 発 表 が 行わ

れ， 透過型 電子顕微鏡 を 利用 し た 多種多機 な研究方法が

紹介 さ れ ま し た 。

そ の 後， こ れ ら の 発 表 に 対 し て活 発 な 議 論 が行われ，

参加者は透過型電子顧微鏡 の 威 力 を改め て 実感 し ま し た 。

ム講演す る 塩尻 詞 京都 工 芸繊維大学名 誉教授

教養教育教員研修会を開催

9 月 26 日 （木） に 第 5 回 富 山 大学教養教育 教員研修会

が 開 催 さ れ， 講 演会， 分科会及び全体討議会 に 学 内 外か

ら 教職員約70名 が参加 し ま し た。

本学教養教育実施機構主催 の こ の 研修 会 は ， フ ァ カ ル

テ ィ・ デベ ロ ッ プ メ ン ト （ F D ） の 一環 と し て 平 成 1 0年

度 か ら 毎 年 開 催 さ れて い る も の で あ り ， 今 回 は 「教養教

育 の 充実 を 目 指 し て J を メ イ ン・ テ ー マ と し て ， 最近強

く 対 応 が 求 め ら れ て い る 第三者評価や JABEE （ 日 本技 術

者 教育認定機構） に よ る 認定 教 養 教 育 へ の 導 入 に 向 け

て作 業が進 ん で い る 学生 に よ る 授業評価などが議題 に 選

ばれ， 真 に 充実 し た 教養 教育 の あ り 方が探 ら れ ま し た。

ま た， 初 の 試み と し て， 富 山 医科薬科大学及び高 岡 短 期

大 学 の 教 員 に も 参加が呼びか け ら れ ま し た 。

講演会で は ． 講 師 の 金 沢大学教養教育機構研究調査部

長 の 古畑 徹 文学 部 教 授 が 「 金 沢 大 学 の 教 養 教 育 に お

け る 『学 生 に よ る 授業評価』 に つ い て」 と 題す る ， 極め

て 実践的で充実 し た 内 容 の 講演 を 行わ れ ま し た 。 そ の 後

聞 か れ た 3 つ の 分科会 （ 「教 養 教 育 に お け る 学 生 に よ る
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授業評価J ， 「教養 教 育 の 目 的 と 目 標 一 大 学評価・ 学位授

与機構 に よ る 全学テ ー マ 別 評価 と の 関 連 か ら 一 J ， 「学外

か ら の 要 請 に 応 え る 教 養 教 育 一 JABEEなど へ の 対 応 を 考

え る 一 」 ） 及び全体討議会 で は 活 発 な 議 論 が行われ ま

し た 。

ム金沢大学教養教育機構研究調査部長の古畑 徹 教授 に よ る 講演会



平成 1 4年 10月 主主... ザー 報

富 山 地 区 国 立学校技術職員研修を開催

9 月 初 日 （木） に 本学， 富 山 医科薬科大学及び高 岡 短

期 大 学 に お い て ， 第 1 1 回 （平成 1 4年度） 富 山 地 区 国 立学

校技 術 職員研修が 開 催 さ れ ま し た。

こ の 研修は， 富 山県 内 国 立学校の 教室系技 術 職 員 に 対

し ， 必要 な 知 識及び技 術 を 習 得 さ せ る と と も に ， 相 互 啓

発 の 機会 を 与え る こ と に よ り 資質 等 の 向上 を 図 る こ と

を 目 的 と し て行われ て い る も の で す。

本 年 度 は 4 つ の コ ー ス の研修が実施 さ れ， 本学で 「 ワ

イ ヤ 放電加工機 を 用 い た 特殊加工法」 の 1 コ ー ス が， 富

山 医科薬科大学で は 「R I の 基礎 と 放射線防護 に つ い て」

及び 「W e b ペ ー ジ作 成 の た め の H T M  L 4. 0 1 の 書き方

入 門 J の 2 コ ー ス が， 高 岡 短 期 大 学 で は 「銀 を 素 材 と し

た 装 身 具 の 製作」 の 1 コ ー ス が 開 催 さ れ ま し た。

こ の う ち ， 本学で行われ た コ ー ス に は県 内4機 関 か ら

1 0 名 が参加 し ， 本 学技 術 部 長 の 袋 谷 賢 吉 工 学 部 教 授 の

挨拶 や 講 師 の 二 宮英二 工 学 部 技術専 門 職 員 の 講 義 を 熱

心 に聴 講 し て い ま し た。

ま た ， 研修終 了 後 の意見交換会 で は ， 各 機 関 が保有す

る 施設設備 の 相 互利用等， 今後 に お け る 技 術 職 員 の 資 質

の 向上 に 向 け た 活 発 な意見が交わ さ れ ま し た。

外国人就学生 の た め の説明会を開催

9 月 27 日 （金） に 外 国 人 就 学生 の た め の 説 明 会 が 開 催

さ れ， 約40名 の 参加が あ り ま し た 。

乙 の 説 明 会 は ， 日 本語学校等 で 学 ん で い る 外 国 人就学

生 で ， 富 山大学 へ 進 学 を 希 望 し て い る 者 を 対象 に ， 本学

の 教 育 ・ 研究上 の 特色等 に つ い て 的確な情報 を 提供 し ，

自 ら の留学 に あっ た 学 部 を 選択 さ せ る こ と を 目 的 と し て

昨年度か ら 実施 し て い る も の です。

説 明 会 で は ， 塩津副学長 か ら 本 学 の概要 に つ い て 説 明

が あ っ た 後， 本 学 に留学 し て い る 5 名 の 学 生 か ら ， 進学

に つ い て の 経験談や大学生活等 に つ い て の体験発表や参

加者 と の意見交換 が行われ ま し た 。

そ の 後 ， 入 学 を 希 望 す る 学部別 に ， 学部紹介等 を含 め

た 教 官 と の 懇 談 会 や キ ャ ンパス の見学会 が実施 さ れ ま し

た。

各参加者 は ， そ れぞれ の 学部 で学ぶ教育・ 研究 の 内 容

や 学 生 生活 に つ い て 理解 を深 め た よ う で し た。

第45 3 号
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平成1 4年 9 月学位記授与式を挙行

平成 1 4年 9 月 卒業 （修 了） 者 に 対 す る 学位記授与式が，

9 月 30 日 （ 月 ） 午 前 9 時 30分か ら 黒 田 講堂 に お い て 挙行

さ れ ま し た 。 当 日 は ， 瀧 津 学長 を は じ め 関係学部長が出

席 し ， 人文学部 6 人， 教育学部 6 人， 経済学部 9 人 （昼

間 主 コ ー ス 7 人 ， 夜 間 主 コ ー ス 2 人 ） ， 理 学 部 3 人 及 び

工 学部 l 人 の 卒業者27 人 と 人 文 科学研究科 I 人 及び理工

学研究科 （博士後期課程） 6 人 の 修 了 者 7 人 の 合 計34 人

に 学位記が授与 さ れ ま し た。

続 い て ， 瀧 海 学 長 か ら ， 「常 に 批 判 的 精神 を 持 っ て 判

断 し ， 同 時 に 自 己 の 周 辺 を 可能 な 限 り 透 明 に し て， 一 時

の 誤 り が あ っ て も そ れ を む し ろ 発展 へ の 契機 に す る よ う

努 力 し て ほ し い 」 旨 挨 拶 が あ り 静 粛 な 雰 囲 気 の う ち に

式 を 終 了 し ま し た 。

平成1 4年度学内 レ ク リ エ ー シ ョ ン ・ ソ フ ト ボ ー ル 大
会で工学部チ ー ムが優勝

平 成 1 4 年 度 学 内 レ ク リ ェ ー シ ョ ン ・ ソ フ ト ボ ー ル 大 会

が 6 月 1 7 日 （ 月 ） か ら 7 月 1 2 日 （金） ま で の 期 間 繰 り 広

げ ら れ ま し た 。

昨 年 度 は 残 念 な が ら 開 催 さ れ な か っ た こ の 大 会 も ， 平

成 1 2年 度 か ら 複数部局合 同 編 成 チ ー ム に よ る リ ー グ 戦形

式が採 ら れ， 本年度は参加 5 チ ー ム が戦 い ま し た。

開 催期 間 中 は好天 に 恵 ま れて ， グ ラ ン ド コ ン デ ィ シ ヨ

ン が比較的良好の こ と も あ り ， 参加選手の フ ァ イ ン プ レ ー

に よ る 熱戦が繰 り 広げ ら れ た 結果， 工学部 が全勝優勝 し

ま し た 。

な お ， 結 果 は 次 の と お り です。

優 勝 工 学部 チ ー ム

準優勝 総務部， 附 属 図 書 館 チ ー ム

第 3 位 経理部， 経済学部 チ ー ム

第 4 位 施設課， 人 文学部 ・ 理 学部 チ ー ム

第 5 位 学生部， 教育学部 チ ー ム

- 20 -
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山 西教授が ア メ リ カ 合衆国 マ ー レ イ 州 立 大学
よ り 功 労 賞を受賞

9 月 1 0 日 （火 ） ， 山 西 潤 一 教 育学 部 教 授 が 本 学 と ア

メ リ カ 合衆 国 マ ー レ イ 州 立大学遠隔教 育研究セ ン タ ー 及

び教育学部 と の 聞 の テ レ ビ会議 共 同 学 習 に 対 し て 多 大 な

貢 献 を 行 っ た と し て ， 同 大 学 よ り 功労賞 を 受賞 さ れ ま し

た。

山 西 教授は教育学部情報教育課程教 育情報 シ ス テ ム 専

攻所属。 専 門 は 教 育工 学。

第45 3 号
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平成 1 4年 1 0月

渡航の種類 所 属 職

外 国 出 張 人文学部 助教授

工 学 部 教 授

理 学 部 助 手

工 学 部 講 師

人文学部 助教授

理 学 部 助教授

教育学部 教 授

工 学 部 助教授

工 学 部 教 授

教育学部 助教授

工 学 部 助 手

教育学部 教 授

人文学部 講 師

工 学 部 助教授

海 外 研 修 人文学部 助教授

経済学部 助教授

教育学部 助教授

理 学 部 助 手

工 学 部 助 手

教育学部 教 授

工 学 部 教 授

教育学部 教 授
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® ® ® ゅ a
氏 名

梁 有 紀

米 国 政 明

山 崎 裕 治

加 賀 谷 重 浩

竹 内 潔

藤 浩 明

山 西 潤 一

丹 保 豊 和

龍 山 智 策

黒 田 卓

本升有〈限 雅 之

大 森 克 史

和 田 と も 美

岡 田 裕 之

藤 野 真 子

近 藤 和 哉

橋 爪 和 夫

池 本 弘 之

喜 久 田 寿 郎

市 瀬 和 義

渡航先国 目 的

タ イ ， マ レ ー シ ア ，
華文文学の調査 ・ 研究イ ン ド ネ シ ア

シ ン ガ ポ － ) レ
第 5 回 I E E E Intelligent Transporta 

tion Systems国際会議に 出席， 研究発表

ド イ ツ ヤ ツ メ ウ ナギ に 関する 分子遺伝学
的研究及び打合せ

マ レ ン ア
The 5th ASIAN SYMPOSIUM ON ACADEMIC AC-

TIVITIES FOR WASTE MANAGEMENTに出席 ・ 発表

連 A、 王 圏
第 9 回国際狩猟採集社会研究者会

ロ
議 に 出席， 発表

ア メ リ カ 合 衆 国

ア メ リ カ 合 衆 国

ロ ン ア

ロ 〉／ ア

ア メ リ カ 合 衆 国

ロ ン ア

フ フ ン ス

韓 国

フ フ ン ス

中 国

フ フ ン ス

連合王国， フ フ ン ス ，
ス イ ス ， ド イ ツ

ド イ ツ ス イ ス

フ フ ／ ス

韓 国

NFS-IFREE MARGINS Workshop On The Izu 

Bonin-Mariana Subduction System Iご出席， 講演

国際共同学習カ リ キ ュ ラ ム に関す
る研究打合せ， 資料収集

第 5 回 日 露半導体表面セ ミ ナー に
出席， 研究発表

第 5 回 日 露半導体表面セ ミ ナー に
出席， 研究発表

米国 の社会教育施設 に お け る学校
と の連携 に 関す る 調査

第 5 回 日 露半導体表面セ ミ ナー に
出席， 研究発表

ワ ー ク シ ョ ッ プ 「多物質圧縮流体
の数値解法J に 出 席， 資料収集

20世紀初期人物伝資料の収集

Eurodisplay2002 に 出席， 研究発表

清末～民国期の上海を中心とする江南地域に

おける京劇 ・ 地方劇関係資料の調査 ・ 研究

フ ラ ンス に お け る触法精神障害者
の処遇 に つ い ての研究

学校体育カ リ キ ュ ラ ム の実状視察，
資料収集

Liquid Matter Conference に 出 席，
研究発表

国際強誘電 ド メ イ ン シ ンポ ジ ウ ム
( I S F D 7 ) に 出席， 発表

研究打合せ

熊 j宰 英 博 中 国
河川浄化試験現場 の視察 と 試験結
果の解析 ・ 考察， 試験計画の 討議

西 川 友 之 ア ル ゼ ン チ ン 世界バ レ ー ボール選手権の競技運
営 に 関 す る 調査研究

期 間

14. 9. I 

14.  9. 7 
14. 9. 2 

14. 9. 6 
1 4. 9. 4 

1 4. 9. 1 6  
1 4. 9 .  7 

1 4. 9. 1 4  
14 .  9 .  8 

1 4. 9. 1 5  
1 4 .  9.  8 

14 .  9. 1 4  
1 4. 9.  9 

14 .  9. 1 6  
1 4. 9 .  1 5  

14. 9 .  20 
1 4. 9. 1 5  

1 4. 9 .  20 
1 4. 9. 1 5  

1 4. 9 .  2 4  
1 4. 9 .  1 5  

1 4. 9 .  2 0  
1 4. 9 .  2 3  

1 4. 1 0. 2 
14. 9. 27 

14. 1 0. 4 
1 4. 9. 29 

1 4. 1 0. 6 
1 4. 9. 1 

1 4. 9. 1 3  
14 .  9 .  3 

1 4. 10 .  3 
1 4. 9. 9 

1 4. 1 0. 7 
1 4. 9. 1 1  

1 4. 9. 22 
1 4. 9. 1 2  

1 4. 9 .  27 
1 4. 9. 1 2  

1 4. 9 .  1 4  
1 4. 9 .  1 9  

14. 9 .  2 7  
1 4 .  9 .  2 2  

1 4. 1 0. 1 6  
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ミl���
養 教

9 月 1 日 2002年外国人学生 の た め の 進学説明会 （於 ： 9 月 26 日 教 養 教育教員研修会

マ イ ド ー ム 大 阪）

2 日 事 務 局 連絡会 文 学
4 日 低温液化室講演会

6 日 臨 時 東 海 ・ 北 陸 地 区 国 立大学事務局長会議 9 月 4 日 学部入学試験委員会

（於 ． 名 古 屋 ・ マ リ オ ネ ッ ト ア ソ シ ア ホ テ 学部予算委員会

ル） 1 0 日 学部教務委員会

国 立 学校等経理部課長会議 （於 ： 東 京 医 科 学部入学試験委員会

歯科大学） 1 1 日 教 授 会

8 日 2002年外国 人学生 の た め の 進学説明会 （於 ： 学部予算委員会

池袋サ ン シ ャ イ ン シ テ ィ 文化会館） 1 8 日 学部入学試験委員会

9 日 事 務 局 連絡会 24 日 学部入学試験委員会

1 0 日 総合研究棟竣功記念講演会 ・ 式典 ・ 祝賀 会 学部学生生活 ・ 就職指導委員会

1 4 日 夢大学 i n TOYAMA’ 02 25 日 学部教務委員会

1 7 日 入学試験実施委員会 教授会

運営会議

20 日 部 局 長会議 育 学
評議会

再編 ・ 統合検討委員会 9 月 2 日 附属小学校， 附属養護学校及び附属 幼 稚 園

25 日 新 大 学構想協議会 （於 ： 富 山 大学） 第 2 学期始業式

防災訓練 4 日 配 分比率評価委員会

事務協議会 教育実習運営協議会

安全管理委員会 教育学部及び附属学校 園 共 同 研究 プ ロ ジ ェ

平 成 1 4年 度 と や ま 産学官交流会 （於 ： 富 山 ク ト 研究大会実行委員会代表者会議

県 立大学） 6 日 学部教務委員会

26 日 東 海 北 陸 地 区管理事務協議会 （於 ： ホ テ ル 9 日 学部学生生活委員会

日 航金沢） 1 0 日 学部入学試験委員会

27 日 東 海 北 陸 地 区 国 立 学 校 等 総 務 部 課 長 会 議 1 1 日 教 授 会

（於 ： ホ テ ル 日 航金沢） 人 事 教 授会

富 山 大 学法人化準備委員会 1 9 日 附 属 学 校 図 合 同避難訓練

30 日 平 成 1 4年 9 月 学位 記 授 与 式 24 日 附属学校運営委員会

生涯学習教育研究 セ ン タ ー 運営委員会 25 日 学部将来構想委員会

再編 ・ 統合検討委員会 教育学部及び附属学校 園 共 同研究 プ ロ ジ ェ

ク ト 研究大会各係打会せ会及び実行委員会

｜ 附 属 図 書 館 ｜ 代表者会議

26 日 北 陸 地 区 教員養成学部事務長協議会 （於 ：

9 月 1 9 日 年史編纂委員会 福 井 大 学）

27 日 学部将来構想委員会
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28 臼 附属幼稚園運動会

済 ず会同ー

9 月 3 日 学部入学試験委員会

5 日 学部国際交流委員会

6 日 将来構想、等検討委員会

1 0 日 学部教務委員会

l 1 日 研究科委 員 会 小 委 員 会

人 事 教授 会

研究科委員会

教授会

！ ？ 日 学部入学試験委員会

生涯学習 ・ 広 報委員会

24 日 学部教務委員会

25 日 平 成 1 4年度大学院経済学研究科 （修士課程）

入学試験

26 日 学部総務委員会

学
9 月 3 日 学部予算委員会

学部法人化対応委員会

学部安全管理委員会排水安全 専 門 委 員 会

学部安全管理委員会動物 実験安 全 専 門 委 員

会 （持 ち 回 り ）

5 日 学部入試委員会

大学院理工学研究科博士前 期 課 程理学部会

（臨時）

l 1 日 大学院理工学研究科博士前期課程理 学部会

教授会

人事教授会

大学院理工学研究科博 士 前 期 課 程理学部会

専任教授会

大学院理 工 学研究科博士後期課程部会

大学院部会拡大W G （理 ・ 工）

1 2 日 大学院理工学研究科 博 士 前 期 課 程 合 格発 表

1 7 日 大学院部会拡大W G （理 ・ 工）

1 8 日 大学院部会拡大W G （理 ・ 工）

1 9 日 学部安全管理委員 会 放 射性 同 位元 素 等 安 全

専 門 委員会

20 日 大学院部会拡大W G （理 ・ 工）

学部安全管理委員会排水安 全 専 門 委 員 会
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学
9 月 9 日 学部運営委員会

1 0 日 学部教務委員会

1 1 日 学部将来 計 画 委 員 会

教授会

専任教授会

理工学研究科博士 前 期 課程 工 学部会

理 工 学研究科博士後期課程部会

大学院部会拡大W G （理 ・ 工）

1 7 日 大 学 院部会拡大W G （理 ・ 工）

1 8 日 大 学 院部会拡大W G （理 ・ 工）

20 日 大学院部会拡大W G （理 ・ 工）

27 日 学部安全管理委員会実験排水安全管理 専 門

部会

学部入試検討委員会

｜ 地域共同研究センター ｜
9 月 4 日 企 業 訪 問 （ コ ー セ ル （株） ）

6 日 サ テ ラ イ ト 技術 相 談 （滑川 会 場）

1 8 日 運営委員会 （ 持 ち 回 り ）

20 日 大学院生教育講座 （北 陸 電 力 （株） ）

｜ 総合情報処理センター ｜
9 月 5 日 広報研修専 門 委 員 会

｜ 留 学 生 セ ン タ ー ｜
9 月 1 8 日 日 本語研修 コ ー ス 閉 講 式

24 日 運営委員会

外 国 人就 学 生 の た め の 説 明 会

水素同位体科学研究センター

9 月 27 日 運営委員会

9 月 20 日 研究会

同蜘究センター ｜
9 月 30 日 学術懇談会
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ミ』 ~ 
平 成 1 4年 9 月 大 学 院 博 士 学位 記 授 与 者 一 覧

［理工学研究科 （博士後期課程） 】
専 攻 ｜ 氏 名 ｜ 論 文 題 目

シ ス テ ム 科 学 ｜ 加 藤 隆 広 ｜ 道路 案内標識の抽 出並びに認識に 関す る研究
平成14年3月 3 1 日 付け

［理工学研究科 （博士後期課程） 】
専 攻 ｜ 氏 名 ｜ 論 文 題 目

物 質 科 学 専 攻 ｜ 藤 森 洋 行 ｜ シ リ コ ン結 晶 中 の 微小 欠陥形態 に 関する研究
平成14年9 月 30 日 付け

［理工学研究科 （博士論文提出 に よ る 学位授与者） ）
氏 名 氏 名 論 文 題 目 授与年月 日

シ ス テ ム 科 学 吉 津 欝 夫 ス バ ッ タ膜の堆積 と 金属マス ク の熱変形に関する シ ミ ュ レー シ ヨ 平成14年9 月 30 日
ン解析

物 質 科 学 島 崎 利 治 Pr系選移金属複合酸化物の合成 と 物性 に 関する研究 平成14年9 月 30 日

エ ネ ル ギ ー 科 学 金 原 清 之 一様流 を 用 い た換気の効 率 に 関する 研究 平成14年9 月 30 日

生 命 環 境 科 学 山 内 歌 子 イ ネ病斑葉遺伝子 Spl7 の単離 と 構造解析 平成14年9月 30 日
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平成14年10月 -ヴー 報

ム附属図書館のヘルン文庫につ いて説明 を 受 け る 遠山文部科学大臣

ム総合研究棟竣功 を記念 して行われたテープカ ッ ト
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